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測定回数 ?Y?5?X986r?＜ｃTーム 筈?SMART ??ｸ7ﾘ6862?
1 ??紊R?46.76 ?釘纈?74.78 鼎3?3?
2 ???r??49.97 ??纉?494.2 鼎c偵?
3 ?迭繝?250.65 ????00.39 鼎#偵sB?
4 ?釘??250.83 ??經R?72.45 鼎#r繝r?
5 ?迭??251.42 ???R?70.49 鼎Sr縱?









測定回数 ?V襷??o ?ﾔ?B?emotherm 
1 ?32繝2?59.31 ?c偵3"?182.65 
2 ?3???59.47 ?s?迭?85.72 
3 ?#r紊R?58.51 ?s?S"?85.18 
4 ?#b緜r?58.46 ?s?c"?83.61 
5 ?#R?R?56.96 ?s???92.74 







測定回数 ?ﾙ?ﾂ??ｫ抜き ?ﾙ?ﾂ??ｫ抜き 
1 田?10 都R?0 
2 田R?0 塔?45 
3 塔?30 塔?ノ45 
4 都?20 都?40 
平均 田ゅsR?0 都b?R?2.5 
SMART 田??vﾆR?sX??vﾆR?
測定回数 ?ﾙ?ﾂ??ｫ抜き ?ﾙ?ﾂ??ｫ抜き 
~~1 ???0 ?C?100 
2 ???0 ?CR?0 
3 ???0 ?迭?10 
4 ???0 ?s?95 
平均 ???R?0 ?c"絣?8.75 
Jo 田 ?vﾆR?sR?誚ﾆR?
測定回数 ?ﾙ?ﾂ??ｫ抜き ?ﾙ?ﾂ??ｫ抜き 
1 ?3?83 ?SR?5 
2 ?sR?0 ???0 
3 ?3R?5 ?c?90 
4 ?c?50 ?sR?5 
平均 ?S?54.5 ?S?80 
Sendai 田?ｴ?vﾆR?sX??vﾆR?
淵定回数 ?ﾙ?ﾈ???ｫ抜き ?ﾙ?ﾂ??ｫ抜き 
1 ?sR?0 ?コ?3 
2 ?唐?0 ?s?75 
3 ?sR?5 ?C?75 
4 ?C?50 ?c?80 
平均 ?途?3.75 ?c2縱R?3.25 
『シース挿入荷重』
Memotherm > SMART > Jo > Sendai
の順番で高くなった｡
『引き抜き荷重』









アウターシース ??88ﾘ92?TFE ??88ﾘ92?iイロン系材料 


















TOUR ： Tohoku University Repository 
コメント・シート 
 
本報告書収録の学術雑誌等発表論文は本ファイルに登録しておりません。なお、このうち東北大学
在籍の研究者の論文で、かつ、出版社等から著作権の許諾が得られた論文は、個別に TOURに登録
しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TOUR 
http://ir.library.tohoku.ac.jp/ 
 
